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靴ジャーナリスト　େ　୩　஌　ࢠ

今回から 5 回に渡り、靴デザイナーに
フォーカスし、その活躍や代表作品を紹介
することで、19世紀後半から20世紀の靴の
歴史を明らかにしたい。

なぜ、デザイナーにフォーカスするのか。
また、そもそもデザイナーとは、何なのか。

「designer＝design＋er」であるから「デ
ザインをする人」。

では、デザインとは、何なのか。
広辞苑を引くと、端的に「意匠計画」と

出ている。これでは、さらに分からなくな
るが、腑に落ちるのが、次の解説だ。
「なにか目的を果たすために、その機能

に応じて形が考えられ、しかもその時代の
美しさを感じられる案を頭の中にもっ
て、その案を実際化することをデザインと
いう」（同文書院1993年刊『新・田中千代
服飾事典』）。

この解説のポイントは、「機能に応じて」
という箇所、そしてなにより「その時代の
美しさを感じられる」という部分だ。

つまり、時代のトレンドを形として実際
化するのがデザインであり、その行為を行
う人がデザイナーということだ。ならば、
デザイナーは時代の体現者である。

デザイナーにフォーカスする理由は、こ
こにあるが、加えてファッションデザイ
ナーは、20世紀の申し子とも言えるからだ。

ファッションは、「服飾」という意味で

も用いられるが、語源は、ラテン語の「ファ
クチオ＝行為、所作」。ある時点において
広く行われている風習、平たく言えば、あ
る一時の流行が、ファッションだ。

そして流行とは何かと言えば、ある一定
の期間、多くの人々が同じ行動様式やスタ
イルを採用することだ。つまりは量的拡大
現象なので、大衆社会が前提になる。

大衆社会とは、大衆を基盤として成立し
た社会のことであり、大量生産、大量消
費、そしてマス・コミュニケーションを特
徴とする。

まさに20世紀であり、その時代におい
て、大衆を同じ行動やスタイルに駆り立て
る流行をつくり出したのがデザイナーで
ある。故に「申し子」と書いたのだが、大
衆社会・20世紀の形成は、19世紀後半に始
まった。

大量生産、大量消費、マス・コミュニケー
ション、この三つの視点で19世紀をひもと
くところから始めたい。
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大量生産とは、つまり工業化だ。そして

工業化をもたらしたのは、言うまでもなく
産業革命だ。

産業革命は、18世紀半ばにイギリスの木
綿工業から始まったとされる。糸を紡ぐ紡
績機が発明され、その紡績機が、次の工程
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である、布を織る織機の改良を促すという
ように相互を刺激し合いながら改良が重ね
られ、19世紀半ばにはヨーロッパ全体の織
物産業を発展させた。

そして革命は、捺染の機械化、さらには
縫製へと進むが、縫製を飛躍的に進歩させ
たのは、ミシンの発明だ。

ミシンは、18世紀末に考案され、試作と
改良が重ねられ、1851年、アメリカ人のア
イザック・シンガーによって実用的な機械
として発売された。

ミシンの実用化が、靴産業に大きな変革
をもたらしたことは間違いない。アッパー
の縫製、つまり製甲はもちろんのこと、ミ
シンの仕組みを応用すると、縫うことで
行ってきた底付けの機械化も可能だか
らだ。

それを実現したのが、年表に示した通
り、1864年のマッケイ底縫機、同79年のグッ
ドイヤー製靴機械の発明だ。

言うまでもなく、マッケイも、グッドイ
ヤーも、現在も行われている、底付けの代
表的手法だ。

そしてさらに注目すべきは、1910年（1911
年と記述する資料もある）のAGOシステ
ムによる製靴法の開発だ（年表参照）。

AGOとは「Another Great Opportunity」
の頭文字を取ったもの。縫うことによらな
い、つまり接着剤で革と革とを接合するこ
とによる製靴法だ。まさに“もう一つの偉
大なるチャンス”と受け止められたに違い
ない。わが国靴産業の歴史を辿ると、開発
されてから20年も経たない1928年にスタン
ダード靴がアゴー式接着機を輸入、その約
10年後には、日本製靴（現リーガルコーポ
レーション）がアゴー式による接着靴を市
販するに至っている。

アゴー式は、現代で言うセメンテッドで
あり、1916年のケッズ創業は、スニーカー
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øÿú÷⾣ 産業革命の進展
ファッション雑誌の普及

øÿüù⾣ パリに世界初のデパート、ボン・マル
シェ開店
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オートクチュールの始まり
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øĀ÷÷⾣ パリ万国博覧会開催
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øĀ÷ú⾣ ジャポニズム・ファッション流行
øĀ÷ý⾣ ポール・ポワレ、コルセットなしのド

レスを発表

øĀ÷Ā⾣ ペルージア、ニースにショップ開店
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øĀøü⾣ シャネルがパリにブティック開店
øĀøý⾣ ダダイズム運動、起こる

米でケッズ創業

øĀøĀ⾣ バウハウス運動、起こる
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øĀùú⾣ サルヴァトーレ・フェラガモ、ハリ
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øĀùü⾣ パリでアールデコ美術展開催

øĀùþ⾣ サルヴァトーレ・フェラガモ、フィレ
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øĀùÿ⾣ パリでエルザ・スキャパレリが人気
スタンダード靴、ドイツからアゴー式
接着機輸入

øĀùĀ⾣ ウォール街で株価大暴落、世界恐慌へ
øĀú÷⾣ パリでカミーユ・ディ・モーロの活躍

始まる

øĀúü⾣ 米・デュポン社がナイロンを開発
øĀúý⾣ 日本製靴、アゴー式による接着靴の市

販開始

øĀúĀ⾣ 第二次世界大戦勃発
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の発売、つまりはバルカナイズ式で製造さ
れたゴム底靴の登場を意味し、19世紀初頭
のマッケイ、グッドイヤー、セメンテッ
ド、そしてバルカナイズと、現代における
代表的製靴法が出揃い、靴産業の工業化が
成し遂げられたことになる。これは、取り
も直さず、既製靴時代の到来を意味して
いる。

˔ফඅͷͨΊͷച৔ͱϝσΟΞͷొ৔
次に求められるのは、量的に製造される

既製品をいかに販売するか。消費だ。
それを象徴するのが、百貨店の登場と言

えよう。世界初の百貨店である、パリのボ
ン・マルシェのオープンが、1852年。それ
以降、パリでは、20世紀初頭に掛けて、プ
ランタン、ギャラリー・ラファイエット、
イギリスでは、ハロッズが百貨店としての
体裁を整え、1909年には、セルフリッジが
オープンしている。

また、パリではオートクチュールがオー
プン。オートクチュールは、注文服店であ
るが、新しいモードの発信基地となり、流
行の創出に大いに貢献した。

こうして消費のための舞台が用意される
と、それと並行してニーズが高まるのが、
どこで何が販売されているか、誰が何をつ
くっているかという情報だ。

ここにコミュニケーションが登場する。
その最たるものがメディアであるが、パ

リにおけるファッション雑誌の状況を、日
本を代表するキュレーターである深井晃子
氏監修の『【カラー版】世界服飾史』（1998
年、美術出版社刊）は、次のように記して
いる。
「18世紀後半には『ジュルナル・デ・グー』

（1768−1770）、『キャビネ・デ・モード』
（1785−1786）、『ギャラリー・デ・モード・
エ・コスチューム・フランセ』（1778−1788）

などの重要なファッション雑誌が生まれ
た。さらに1830年代以降には、印刷技術の
飛 躍 的 な 進 歩 と 鉄 道 の 開 設 に 伴 っ て、
ファッション雑誌は続々と創刊された」。

メディアによるコミュニケーションが萌
芽したということであるが、さらに注目し
たいのが、上記引用の「鉄道の開設に伴っ
て」の箇所だ。

産業革命の牽引車である蒸気機関は、蒸
気機関車を生み出し、鉄道網を張り巡らせ
た。結果、旅行がブームとなり、人が盛ん
に移動し交わるようになる。人が集積する
駅は、広告の格好の媒体となり、印刷媒体
に限らず、マス・コミュニケーションが形
成されていった。

こうして大衆社会が準備され、デザイ
ナーがよって立つ基盤がつくり出されたの
である。

ೋਓͷͭ͘Γख͢࢒Λ໊ʹࠓ˔
では、20世紀初頭において、どんなデザ

イナーが活躍したか。
服では、女性をコルセットから解放した

ポール・ポワレ、スポーツウエアをファッ
ションに変革したココ・シャネルなどを挙
げることができるが、靴では、まず次の二
人を紹介したい。
◆ピエトロ・ヤントルーニ（1874−1936）

筆者が、この名前を初めて知り、その靴

ϐΤτϩɾϠϯτϧʔχ　����೥ࠒ
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を目にしたのは、1994年。当時、東京・表
参道にあったハナエ・モリビル内のイベン
トスペース「ザ・スペース」で開催された
「靴のモード400年展」だった。

この展覧会は、（財）ファッション振興
財団（現在は一般財団法人）とニューヨー
クのブルックリン美術館の共催。ブルック
リン美術館で開催された同展が、ファッ
ション振興財団の働き掛けにより東京での
開催になったものと推測される。

そのカタログ『FANCY FEET』で、ヤ
ントルーニは、「当初、たった20人の顧客
しかいなかったにもかかわらず、『世界で
最も高価な靴屋』と銘打った看板を掲げ
た。彼が客の依頼を引き受けると、客はま
ず1000ドルを請求される。そして最初の一
足が届くまで、 2 年を待たなければならな
い」と紹介されている。

まるで昨今、人気の紳士靴ビスポーク職
人のようであるが、ヤントルーニは元々
は、美術館のキュレーターだった。1908年
にパリ・ヴァンドーム広場にアトリエを
オープンすると、ほとんど自分一人の手で
注文の靴をつくりあげた。靴づくりの技を
どこで身に付けたかは不明だが、キュレー
ター時代に培った審美眼が秀逸な靴づくり
を可能にし、彼の靴を履いたことのある人
は「待った甲斐があった」と評価したと
言う。

◆カミーユ・ディ・モーロ（1898−1998）
もう一人は、ディ・モーロ。彼は、晩年

まで靴づくりを行ったが、名声を得たの
は、1931年にパリで開催された「植民地博
覧会」。出品した作品は、アッパーに縫い
目が一つもないワンピースのハイヒール・
パンプスだった。その後、33年にフォーブ
ル・サントノーレにサロンを開き、多くの
顧客のために靴をつくった。

なかでもいちばんの顧客は、イタリアの
王妃。ディ・モーロは、その王妃のため
に、なんと1932足もの靴をつくったと言う。

作品は、彼が亡くなった後、遺族が寄贈
したことによって、パリ16区にあるガリエ
ラ博物館に所蔵されている。

二人の作品は、技術的、美しさ、斬新さ
においても秀逸だ。しかし、デザイナーか
と言うと、そうではない。

二人が手掛けたのは、注文靴。いくら美
的、技術的に優れていても、世の中の空気
を表現できる形とは何かと案を巡らせるの
ではなく、特定の顧客の注文に照らしてつ
くられたものである以上、二人は、ボチエ。
靴職人と言わざるを得ない。

それでも二人の名前が残されているの
は、彼らが生きた時代が、情報化していた
からに他ならない。情報化の証明において、
二人の存在は意味がある。

では、最初の靴デザイナーは、誰か。
それは、アンドレ・ペルージアだ。

˔ΞϯυϨɾϖϧʔδΞʢ����ʙ����ʣ
　ϙʔϧɾϙϫϨʹݟग़͞ΕͯύϦ΁

アンドレ・ペルージアは、フランスに移
民したイタリア人の子どもとして、南仏・

ΧϛʔϢɾσΟɾϞʔϩ　����೥
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ニースに生まれた。父は、コルドニエ、つ
まり靴修理職人だった。

そんな生い立ちであるから、父と同じ職
種を志し、ニースのボチエ（靴職人）に弟
子入り。16歳の時、父の靴修理店を引き継
ぐ形で、ボチエとして独り立ちする。

店の顧客の中にポール・ポワレに心酔す
る夫人がいた。

ポール・ポワレは、女性の身体をコル
セットから解放する新しいスタイルのドレ
スを発表し、当時のパリ・モード界の寵児
だった。

ある時、夫人は、ペルージアがつくった
靴を履いて、ポワレのサロンを訪れた。ポ
ワレは、目ざとかった。「その靴は、誰が
つくったのか」と聞き質し、すぐにニース
のペルージアを訪れ、自分のコレクション
のための靴をつくって欲しいと依頼した。

このコラボレーションが実現したのは、

1920年。圧倒的な評価を得たペルージア
は、フォーブル・サントノーレに、自分の
サロンを出すに至った。

サロンは、すぐに人気となり、著名な女
性たちが顧客になった。また、ポワレ以外
のクチュリエとのコラボレーションも実現
した。

その中で最も印象的なのが、エルザ・ス
キャパレリとのコラボレーションだ。

スキャパレリは、ファッションとアート
の融合を志向した前衛派とも言えるデザイ
ナー。ハイヒールの形をした帽子をデザイ
ンし、実際に商品化までしている。

そんなスキャパレリとペルージアとのコ
ラボレーションは非常に意欲的。履き口に
髪の毛のような長いファーをあしらった
ショートブーツをつくるなどしたが、ペ
ルージアは、一連のコラボ作品を「パド
ヴァ」というブランドで既製靴として販売
もしたと言う。

Λҳ୤ֵͤͣ৽తελΠϧΛۺ˔
　ੜΈग़ͨ͠ॳΊͯͷۺσβΠφʔ

ペルージアは1960年代、当時、世界のトッ
プ婦人靴メーカーであった、シャルル・
ジョルダン社（仏・ロマン市）の顧問に就
任する。その関係でペルージアの作品は、
ジョルダン社のプライベート・ミュージア
ムに所蔵されるところとなった。しかしそ
の後、ジョルダン社は経営不振に陥り、今
は、「シャルル・ジョルダン」という商標
だけが存在するのみとなってしまった。

ペルージアを含むプライベート・ミュー
ジアムのコレクションの行方が気になると
ころだが、フランスの伝統的靴産地ロマン
市にある「ロマン国際靴博物館」に所蔵さ
れているに違いない。

筆者は、ジョルダン社が健在だった1990
年代、ロマン国際博物館でペルージアのコ

෹ɾγϟϧϧɾδϣϧμϯࣾʹΑΔΞϯυϨɾϖϧʔ
δΞɾίϨΫγϣϯɾΧλϩάʢൃߦ೥ෆৄʣ
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レクションを観たことがある。作品に共通
していたのは、斬新で革新的であるにもか
かわらず、履いて立ち歩くという靴本来の
機能を逸脱しておらず、靴というものの新
しいスタイルを提示しているところだった。

その多くはミュールやサンダルだった
が、一つだけ異彩を放っていたのが、第二
次世界大戦中の1942年に考案したマニッ
シュなローヒールだった。

戦時下の物資不足を鑑み、リサイクル素
材が用いられ、ソールは木製。しかし木は
屈曲性がなく、歩くことに支障を来す。そ
こで切り込みを入れることで屈曲性を実現
という意欲作。詳細な設計図も付けられて
いた。

世相を読み、時代が求めるものを、機能
を配慮しつつ案として構築し、それを実際
化してみせたのだ。その一方で、自由を求
め新時代を切り拓こうとする女性に、革新
的なスタイルの靴を具現化することによっ
てエールを送った。

アンドレ・ペルージアは、20世紀の幕開
けに登場し、新時代の可能性を靴によって
見せた、まさにデザイナーであった。

ΞϯυϨɾϖϧʔδΞɾίϨΫγϣϯɾΧλϩάʢγϟ
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